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1. 研究背景 

現在、インターネットに接続される IoT 機器が多く

存在している。今後ますます IoT 電子機器が増えてい

くにつれ、その電源をどこから供給するのか、が課題

でとなる。その課題を解決するひとつの手段としてワ

イヤレスでの電力の伝送が検討されている。 

本研究では、基本的なワイヤレスにおける電力伝送

の比較および伝送距離による電力の比較をすることで

ワイヤレス充電における複数充電の可能性を調査し、

報告する。 

 

2．既存技術 

 ワイヤレスでの電力伝送方法には放射型と非放射型

の 2 種類ある。放射型は、マイクロ波による送電方法

や超音波による送電方法が挙げられる[1]。非放射型

は、電界結合方式や電磁誘導方式による給電方法があ

り、本研究では、非放射型を対象としている。 

 非放射型の既存技術の一つとして IC カードが挙げ

られる。IC カードの電力の供給には電磁誘導を利用し

ている。同様にワイヤレス充電器は、電磁誘導を利用

している。 

 ワイヤレス充電器から発生する磁束が変化すること

で受電側に誘導電流が流れる。しかし伝送距離が短

く、受信側の機器を置く位置の自由度がほとんどな

い。 

 

3．実験概要 

本研究では以下の 3 つの実験を行った。 

 

受給電する機器として iPhone X とモバイルバッテ

リーを使用する。受電側は充電パットを用いる。 

１つ目の実験では、ケーブルを使った充電とワイヤ

レスでの充電をそれぞれの機器に行う。その際に電流

と電圧を計測し比較を行う。 

 2 つ目の実験では、充電器から 6mm のところに受

電信用充電パットを設置する。その際に充電パットに

流れる電流・電圧を計測し、１つ目の実験で行ったワ

イヤレス充電器での計測データとの比較を行う。 

 3 つ目の実験では、図 1 のようにワイヤレス充電

器の上に 2 枚充電パットを置き、それぞれの機器を充

電する。充電パットは磁性体なので磁気を吸収する。

ワイヤレス充電器から磁場が発生し、最初に通過する

コイルで吸収されなかった磁束が通ることで、電磁誘

導により、2 枚目に誘導電流が流れる。その際に流れ

る電流・電圧を計測する。 

 

 
図１：3 つ目の実験 

4．実験結果 

 1 つ目の実験では、ケーブルを使った充電とワイヤ

レスでの充電では、時間がたつにつれ、電流・電圧と

もに減少するが大幅な電力の差異はなかった。 

2 つ目の実験では、電圧は通常のワイヤレス充電と

大きな差異はないが流れる電流は大幅に減少すること

がわかった。距離を延長しても安定して電流・電圧は

充電することができた。 

3 つ目の実験では、充電パットを装着した状態では

重ねた上のコイルまで誘導電流が発生しなかったが、

充電パットをはがし、基板とコイルのみにして重ねた

ところ、上の充電コイルにも誘導電流が流れ、充電が

可能となることが確認できた。 

 

5.まとめ 

  本研究では、基本的なワイヤレスにおける電力伝

送の比較および伝送距離による電力の比較をすること

でワイヤレス充電における複数充電の可能性を調査し

た。 
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